
 

 

 

日本史(2)「縄文時代」 (教科書 p.11-p.15) 

〇今回のポイント 

完新世の気候の変化に対応して、日本列島では縄文文化が形成された。 

磨製石器を使用し、新石器時代へ入るが、本格的な農耕・牧畜は始まらなかった。 

 

 

１．縄文文化の成立 

(1)完新世における変化 → 1 万年余り前 地球の気温が温暖化、現在に近い自然環境 

①植物の変化 

 

 

②動物の変化 

・[3.     大型動物      ]が絶滅 → 動きの速いニホンシカとイノシシが多くなる。 

 

(2)縄文文化の成立 

①期間：およそ 1 万 3000 年前～約 2500 年前頃までの期間(教科書の説・その他諸説あり) 

②特徴：狩猟具の[4.   弓矢    ]・植物性食料を煮る[5.     土器     ]・磨いて作った[6.     磨製石器    ] 

 ※縄文時代は新石器時代に対応するのだが、世界の新石器時代と異なる特徴を持つ。普通、新石器時代になる

と農耕・牧畜が始まり文明が起こるが(7.    新石器革命    )、日本の縄文文化は狩猟採取段階である。 

(3)[8.     縄文土器     ] 

・表面に器面を平らにするため縄(9.     撚糸      )を転がして付けた縄文と呼ばれる文様を持つ。 

・低温で焼かれた厚手で[10.     黒褐色     ]のものが多い。 

・土器の変化から、縄文時代を草創記・早期・前期・中期・後期・晩期の 6 期に区分する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．縄文人の生活と信仰 

(1)植物性食料 

①栽培が行われていた可能性が指摘されているが、[11．   本格的な農耕の段階には達していない    ] 

・(a)クリ、クルミ、トチ、ドングリなどの木の実やヤマイモなどの採取 

・(b)クリ林の管理・増殖、ヤマイモなどの保護・増殖 

・(c)マメ類、エゴマ、ヒョウタンなどの栽培 

・(d)コメ、ムギ、アワ、ヒエなどの栽培 

②道具 

・(a) 土掘り用の打製の[12.     石鍬      ](いしぐわ) 

・(b) 木の実をすりつぶす[13.    石皿    ]や[14.    すり石     ] 

 

亜寒帯性の針葉樹林 

東日本：[1.   落葉広葉樹林   ](ブナ・ナラなど) 

西日本：[2.    照葉樹林       ](シイなど) 



 

 

 

 

 

(2)狩猟 

①縄文時代は「15．   中・小型動物    」が増える →  弓矢の使用 ・ 落とし穴 

②獲物は[16.    ニホンシカ     ]と[17.     イノシシ      ] 

(3)漁労 

①背景 

・完新世 → 気温の上昇 →[18.    海進      ](海面上昇) → 入り江の多い島国 → 漁労の発達 

②[19.      貝塚       ] 

・人々が食べた貝の貝殻など捨てたものが堆積して層をなしている遺跡。 

 ‣日本の近代科学としての考古学はアメリカ人のモースが[20.    大森貝塚    ]を発掘調査したことに始まる。 

③漁労に使用した道具 

・(a)[21.     骨角器      ]…動物の骨、角、牙などで作った釣り針、銛、やすなど 

・(b)[22.    石錘     ]・土錘…網を使用する際におもりとする道具。そのまま錘（おもり）と訓読みする。 

・(c)[23.     丸木舟     ]…火などで丸木を焼きえぐって作った舟。 

 ‣伊豆大島や八丈島まで縄文時代の遺跡が見られるので、[24.   外洋航海技術    ]を持っていたことが分かる 

(4)定住化 

①背景 

・食料の獲得法の多様化による生活の安定 → 定住的な生活 

②[25.      竪穴住居       ] 

・地表を深さ 50 ㎝ほど掘り下げ、その上に屋根を葺き下ろした掘立柱の住居。 

⇒[26.      三内丸山遺跡        ] 

 ‣青森県にある大型の竪穴住居をともなう縄文中期の大集落遺跡。最盛期には 500 人前後の住民がいたと推

定されており、原始農耕の可能性も指摘されている。 

(5)生活 

①交易 

・近隣の集団と通婚…同じ共同体ではなく、違う集団と婚姻関係を結ぶことで様々な情報を交換できる。 

・交易…石器の原材料[27.    黒曜石     ]や[28.   ひすい    ](硬玉)など。遠方の集団との交易も実施。 

 ‣教科書 p.14 左上地図：黒曜石の原産地として北海道[29.    白滝    ]、長野県[30.    和田峠    ]は有名 

②分業と協業 

・男性は狩猟、石器作り。女性は木の実取り、土器づくり。 

・集団に統率者はいても、[31.     身分の上下      ]や[32.     貧富の差      ]はなかった。 

(6)信仰 

①[33.    アニミズム    ] 

・あらゆる自然物や自然現象に霊威が存在するという考え。 

・呪術によって災いを避け、豊かな収穫を祈った。 

・祭祀をつかさどる巫者(シャーマン)が集団を統率した。 

②呪術的遺物 

・(a)[34.    土偶    ]…女性の乳房や臀部(お尻)などを強調して表現し、 

多産と豊穣を願う。 

・(b)[35.     石棒     ]…男性の生殖器を模したもので、豊かな恵みを願う。 

③[36.    抜歯    ]…犬歯、門歯などを左右対称に抜き取る。通過儀礼のひとつとして成人式の際に行われた。 

④[37.    屈葬     ]…死者の四肢を折り曲げて葬る埋葬方式。死霊の活動を防ぐためと解釈される。 


